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芝浦工業大学後援会 臨時常任幹事会議事録 

 

日   時  2025 年 3 月 1 日（土）13：30～14：30 

開 催 場 所  Zoom 会議システムにて実施 

出 席 者  （オンライン）宮本明彦、増田高夫、渡部麻弥、眞智洋二、近藤真紀、田本敬一、江川潤、 

鬼﨑充司、忠井清志、土居晶子、内山宗治、朝火里津子、宇津利枝、斎藤泰弘、太田宏、 

冨岡武史、山田淳子 

議事録署名人  田本敬一、山田淳子 

事 務 局   鈴木直江、守屋知佳子、武藤祐馬、野田梨香(文責) 

 

議題 

①2025 年度予算案の編成・報告 

1_支部事務補助費 

2_後援会援助金申請 

3_食事支援 

②2025 年度会議日程 

③その他 

1_第 29 回大宮祭協賛依頼 

2_事務局より 

 

 

会冒頭に宮本会長よりご挨拶をいただいた。会長を議長に選任し、事務局鈴木にて会を進行。 

以下、敬称略 
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議題 

① 2025 年度予算案の編成・報告 

1_支部事務補助費 

2024 年度支部事務補助費の決算、2025 年度予算案策定は以下のスケジュールとなります。 

日程 担当 やるべきこと 

1 月 18 日 事務局 ① 2024 年度決算見通し 

② 2025 年度事業計画・予算案 ファイルを Teams 支部

2025 年度フォルダに用意と各支部への通知 

2 月 25 日 支部 ① 2024 年度決算見通し 

② 2025 年度事業計画・予算案ファイルを記載（または事

務局宛メールにて提出） 

3 月上旬 事務局 各支部口座の確認 

3 月 31 日

まで 

支部 口座残金を後援会口座へ全額返金 

残高ゼロがわかる通帳コピーを事務局へ提出 

4 月 3 日 事務局 2025 年度支部補助費を各支部口座へ振込 

4 月 14 日 支部 2024 年度決算確定、支部会計監査終了後、以下を印刷、

領収書貼付後、事務局へ提出（※クロネコヤマト着払い発

送または、4/12 常任幹事会時に提出） 

① 2024 年度決算書（※押印） 

② 2024 年度出納簿 

③ 2024 年度出金伝票 

4 月 19 日  会計監査 

4 月下旬 事務局 会計監査結果報告後、ファイル返却（送付）またはお預かり 

 

 

決算・予算の詳細については、添付資料にてご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【添付資料】 ①-1.2025 年度支部事務補助費一覧 
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■事務局鈴木 添付資料①-0-1．2024 年度予算執行状況・予測・①-0-3．2025 年度予算編成の考え方につい

て説明。前回常任幹事会の追加として創立 100 周年となる 2027 年に向けて、2025 年度は 1,000 万円を積立資

金とし、2026 年度の積立金額については状況により判断したい。添付資料①-0-4.周年事業にかかわる対応に

ついて説明。支部事務補助費について、添付資料①-1．2025 年度支部事務補助費一覧について説明。 

■増田 100 周年に向けて今年度から積み立てを開始するということで理解した。 

■宇津 昨年まで予算がついていなかったのはなぜか。来年・再来年は運営状況により援助額を決めるということ

でよいか。 

■事務局鈴木 昨年度は余裕がなく積み立てられなかったというのもあるが、本年度過去の議事録・決算書を確

認して周年援助額についてわかった。来年・再来年の積立金額については状況によって判断したい。 

■宮本 定期総会で質問がでてくると思う。金額ありきだと説明が難しいので、大学として 100 周年に向けてどの

ような事業がやりたいのか具体的に示して欲しい。 

■鈴木 確認する。 

 

2_後援会援助金申請 

1.後援会援助金は、学費納入者からいただいた後援会費から拠出されることから、原則と 

して下記の目的に沿ったものとします。 

①現役学生の教育・研究・課外活動等の学生生活支援になる事業 

②後援会員である保証人のサポートに資するための事業 

③原則として単年度ずつの援助であること 

2.申請する事業は、本援助金が採択されなくても実施し、予算の確保をしていること。 

3.後援会会則第 3 条第 7 号の大学が行う諸事業の援助(教育等奨励助成費)について

は、当該事業の 4 分の 3 を上限とする。 

 

援助金申請実施スケジュールについて 

1 月 20 日（月） 「2024 年度実績報告書」「2025 年度後援会援助金申請書」について各事務部署へ 

通知（2 月 14 日（金）〆切） 

2 月 18 日（火） 後援会事務局から後援会役員に対して、各部署からの申請内容についての質問受付 

（2 月 25 日（火）〆切） 

3 月 1 日（土）  臨時常任幹事会で事務局より報告 

3 月 22 日（土） 幹事会にて審議（予算案として） 

 

各課からの合計申請額は、24 年度予算比で約 176 万円の減額となっています。 

※大学院課からの金額申請が 3 月１日のため変更の可能性あり。 

【継続項目】 

1.学生関係事業援助： 約 6,655 万円 （75 万円減） 

2.父母懇談会開催諸経費援助： 約 239 万円 （231 万円減） 

3.後援会奨学事業援助： 後援会自活支援奨学金の対象が学部４年生となり、225 万円 （375 万円減） 

【新規項目】 

26.後援会奨学事業援助：朝日に輝く奨学金、500 万円 

27.学生関係事業援助：公開講座等実施における学生アルバイト料補助、34 万円 

【廃止項目】 

17.大学×大手広告制作会社のコラボによる動画作成プロジェクト、270 万円減 

 

役員の皆様からのご質問について、各課より回答待ちです。（3 月 22 日に回答予定） 

各課の申請内容の是非についてご検討願います。 

 

【添付資料】 ①-2_1.後援会援助金 2024 年度報告書・2025 年度申請書 

    ①-2_2.2025 年度後援会援助金予算案 

① -2_3.2025 年度後援会援助金についての質問と回答（3 月 22 日添付） 
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■事務局鈴木 資料に沿って説明。 

 

3_食事支援 

   2024 度 200 円・100 朝食実施報告   

実施期間：4/15～1/27（140 日間） 

提供数：大宮 13,300 食（内 100 円朝食 1822 食）、豊洲 12,690 食、 

援助金額：大宮 3,275,200 円、豊洲 2,782,000 円の合計 6,058,000 円となり 

2024 年度援助予算の 6,000,000 円分を支援した。 

基準提供数：大宮 117 食・豊洲 100 食 

大宮については、100 円朝食を実施。メニューはメインなし、小鉢 2 品、ごはん、味噌汁 

～参考～2023 年度提供数：大宮 12,733 食（内 100 円朝食 892 食）、豊洲 12,107 食 

 

2025 年度の支援について、2 月 14 日に学生生協と事務局にて打合せを実施。学生生協より物価上昇

に伴い 1 食 50 円程度の値上げを予定との報告あり。 

学生負担は引き続き 200円となるようお願いし、後援会予算内（600万円）に収まるよう、基準提供数の見

直しを依頼。1 日 170 食（大宮 100 食・豊洲 70 食）に変更、実施期間は 2024 年度同様 140 日間とするこ

ととなった。基準提供数を超えて販売した場合は、後援会予備費より支出とする。 

 

 

【添付資料】 ①-3_1.【大宮】200 円朝食明細  

    ①-3_2.【豊洲】200 円朝食明細 

         ①-3_3.【大宮】200 円朝食活動報告 

① -3_4.【豊洲】200 円朝食活動報告 

 

■事務局守屋 資料に沿って説明。生協は基準食数を超えても学生を断ることはしていない。基準食数を超えた

分は生協が負担している。2025 年度は大宮 100 食、豊洲 70 食を超えた分は後援会予備費から追加で支出した

いという提案。 

■内山 2025 年度の基準食数は 2024 年度に比べて約 3 割減。予算を増額することは出来ないか。 

■宇津 100 周年の積立金を除いても予算の増額は可能か。また、具体的な金額の提示は可能か。 

■事務局鈴木 現状予算の増額は可能。具体的な金額までは即答できない。前回の常任幹事会資料に生協か

ら物価高騰のため予算 760 万円 に増額したいとの提案がある。以下どちらの案がよいか検討してほしい。600 万

円の予算内で来年度も実施し超過分を予備費から支出する、または生協の提案額で再度予算立てをする。 

■江川 予算を増額してよいと思う。 
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■宮本 予算を増やすべき。学生支援に重きを置きたい。予算を増やす方向で再度検討したい。 

■事務局鈴木 生協提案の 760 万円の予算立てが可能か次回幹事会までに資料を作成し報告をする。 

■眞智 添付資料①-3-3【大宮】200 円朝食活動報告、①-3-4【豊洲】200 円朝食活動報告を見ても、2025 年度

の基準提供数を100食と70食にしている根拠がわからない。実際支援できる食数を分かるように説明してほしい。 

■事務局守屋 予算 600 万円に合うように生協が食数を決めた。例えば大宮では 117 食分用意をしている。超え

た分については、生協が負担している。達しない日は廃棄。学生には基準食数に達していても断らないようにして

いる。 

■眞智 支援であれば 100 食で切るのか、食数を吟味する必要がある。予備費を前提にした予算ではないほうが

いい。生協と打ち合わせしてほしい。 

■事務局守屋 再度生協と打ち合わせをし、食数と金額を 3/22 幹事会で再度報告をする。 

 

 

② 2025 年度会議日程 

1 月 18 日開催常任幹事会にて検討・承認となった同日開催（変更した事務局案）で会議日程を再作成

いたしました。 

     

 【添付資料】 ②-1.【修正版】2025 年度後援会会議日程 

■事務局守屋 常任幹事会・幹事会同日開催の 2 週間前に会議資料の説明を常任幹事に向けて行う。添付資

料②-1.【修正版】2025 年度後援会会議日程の通り実施する。 

 

③その他 

1_第 29 回大宮祭協賛依頼 

1 月 31 日に大宮祭実行委員会より学生課経由で、大宮祭協賛依頼がございました。協賛金について

は、学生課より申請されている後援会援助金の【大宮祭特別企画協賛金】がそれにあたります。 

 

【添付資料】 ③-1.第 29 回大宮祭協賛依頼 

       

2_事務局より 

3 月 22 日開催の幹事会旅費・交通費については、年度末締めがございますため、 

3 月 24 日(月)午前 10 時までに申請フォームへの入力をお願いいたします。 

 

 

次回日程 

3 月 22 日(土) 12:30～13:30 ランチミーティング 

          13:30～15:30 幹事会 

 

■近藤 添付資料②-1.【修正版】2025 年度後援会会議日程について、常任幹事会と幹事会の間のランチミーテ

ィングが昼休憩に代わったが、予算上の問題か。 

■事務局守屋 予算の問題ではなく、出席は強制ではないため 2025 年度は昼休憩と変更し出席者は希望者と

した。希望者にはお弁当を用意する。 

■事務局鈴木 2025 年度は同日開催となるとお弁当を用意する回数が減る。本部は、支部会計規定にあてはま

らないため会食費は出ない。ランチミーティングは本部に会食費がないため始まった。お弁当回数は、会計監査

や定期総会リハーサルがあるため支部会計規定にある 4 回は超える。 

新しい企画に対しては常任幹事会・幹事会で承認が得られたら、拠出が可能。計画にないので出来ないというわ

けではない。 
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■忠井 中国支部は 5 月に地域交流会がある。新幹事の芝浦祭参加は制限があるか。 

■事務局鈴木 予算は現在の人数で立てている。新幹事も参加できるように予算を立てているが、勧誘から芝浦

祭までの期間が短い場合ホテルの予約等が難しいのでご遠慮いただく可能性がある。 

本日の提案を元に資料を修正し 3 月 22 日幹事会で報告をする。 

 

以上 

 

 

会      長 宮本明彦（2025 年 3 月 5 日） 

議事録署名人 田本敬一（2025 年 3 月 4 日） 

                                議事録署名人 山田淳子（2025 年 3 月 5 日）    

 


